
　転校生のレイナは、自分の話ばかりをする自分勝手な四年生です。ですが、下級生の女子からも人気があり、男子のサッカーにもするっと入ってしまい、男子もまったく自然に受け入れます。何よりも驚くことは優愛たちなどのクラスメートの誰にも心を開いたことのない複式学級の三年生の不登校児童「若葉」がレイナに信頼を寄せ深い絆で結ばれてしまうことです。このレイナの不思議な力の正体は何でしょうか。
　物語の舞台は、おそらくは沖縄の南にある人口一万三千の小さな島です。小さいからこそお互いを思いやって生活しています。聞かれたくないことは、気遣って質問しません。
　優愛が「優愛の話も聞いてほしい」と感じたのは、優愛だけの思いでしょうか。優愛の心の窓からしか物語が描かれていませんが、レイナの話は面白いけれど、いつも自分の話ばかりを一方的に語るのですから、どの児童も同じ感情を抱いたのではないでしょうか。いや、大人でさえ感じていたと思います。
　レイナは、神奈川県の養護施設から、林さんの里子になり、この島に、転校生としてやってきたのです。初日に、「神奈川県の養護施設にいたの。あ、いっとくけどかわいそうなんて思わないでね。施設って結構楽しかった」と言っています。
　人間は、本当に辛いときには、誰にも何も言いません。いじめられているときには、先生にも親にも友達にも、相談することは出来ません。辛くて仕方ないときには、人は苦しい胸の内を明かすことが出来ないのではないでしょうか。
　レイナは、施設は楽しかったと言います。ですが、小さいときに両親が亡くなり、寂しくなかったはずはありません。それに、明らかにレイナには大きな心の傷があります。小学校一年生のときに、レイナは里子として引き取られたことがあります。お母さんが料理をしているときに、後ろから抱きつき、熱いスープを被ってしまいます。大事には至りませんでしたが、自信を失ったお母さんはレイナを施設に帰しています。レイナもきっと感じていたはずです。クラスの人気者になっていても、優愛たちとすれ違っている部分があることを。施設に返されたことは、スープを被ったことのみが原因でないことを悟っていたと思います。だからこそ、今度は失敗しないように家の手伝いを精一杯やって、「いい子」であることを演じていたのです。
　レイナには相手の気持ちを考えない短所があります。ですから、クラスメートや大人とトラブルを起こすわけです。それなのに、若葉はなぜ心を開いたのでしょうか。
　それは、相手の心に踏み込む勇気です。優愛たちは、腫れ物に触るように若葉と接していました。これは相手を心からは信用していないと言うことです。ときには、相手を信頼して心の内に飛び込むことが真の絆を築くための不可欠な条件ではないでしょうか。
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